
民
ぃ
ヰ
始
終
ト
山
、
市
民
と
行
政
と

の
共
通
H
H
M
M
宇
泌
拘
る
も
の
で
す

から、

jm誌
の
み
な
さ
ん
に
ト
す

な
品
誌
を
い
た
だ
か
な
け
れ
げ
な

り
ま
せ
ん
そ
ニ
で
、
広
縁
紙
で

総
本
仏
恕
の
ぷ
議
長
お
知
ら
仕
す

'
t
a
kぜ
令
、

L
jド
リ
p

r
一
L

Z
1
4
J
b
u
n
i

ノ

j
:
4
t
i
a
ノ

討
に
分
け
て
、
、
主
十
り
ソ
く
り
ブ

ィ

i
ラ
ム
一
め
間
的
、
守
山
内
的
な

広
州
吋
で
殺
J
凶
す
る
瀞
議
会
、
主
た
、

設
会
に
州
問
叩
仇
し
て
富
市
制
し
て
い
た

だ
く
な
ど
、
十
分
に
檎
A
を
加
え

て
、
作
怖
や
小
川
山
川
町
山
を
決
定
し
て
い
く

忠
利
叫
で
す
ー

i
丈
の
ふ
常
化
に
よ
り
、
そ
的
対
応
ぜ
か
、
市
民
的
ら
な
さ
ん
に
、

が
必
殺
と
な
勺
て
さ
ま
し
た
総
九
口
計
耐
嶋
本
一
桃
山
想
的
r治
安
を
ム

ま
た
、
川
一
社
U
川県の
J

川
断
が
マ
ん
で
い
た
だ
き
、
明
日
の
ド
以
内

千
坂
出
は
、
部
潟
地
域
内
山
中
山
M

M

}

め
バ
州
を
〈
弘
樹
的
に
改
定
す
る

i
A
砕
い
紀
を
後
刊
明
心
し
た
、
大
戦
な
ま
ち
つ
く
リ
を
与
え
て
、
ご
日
以
日
品

約
な
絞
読
に
あ
っ
て
、
取
に
山
則
市
こ
ど
と
し
允
も
の
で
LT

実
史
か
I
J
W

勺
ど
い
ま
す
ー
を
お
市
せ
く
だ
さ
る
古
今
つ
h

仲間制い

の
潟
、
成
に
剣
山
制
問
、
北
河
口
一
九
そ
の
将
山
に
は
、
人
口
内
山
知
ニ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
山
聞
は

印
刷
な
と
山
H
然
峨
峨
に
が
ま
れ
て
お
化
や
嫡
炉
統
的
事
緑
化
な
ど
、
川
間
以
本
山
情
相
恥
か
ら
一
計
一
間
づ
く
り
を
行

り
、
商
a

仁
e

内
刷
業
な
ど
の
時
河
一
謀
総
な
れ
会
的
妙
的
変
化
と
市
民
ニ
う
こ
と
に
し
た
も
の
で
十
ピ

し
て
い
る
住
み
よ
い
都
市
で
す
;

j

i

l

l

g
?つ

し
た

1
守
童
話
議
議
会
話
題
器

革

、

f
t
T
一
一
喜
一
例
握
れ
以
婦
智
伊
門
付
1
f
」襲ハ

i

綴
を
ト
分
に
J

的
か
し
た
闘
仰
い
巾
づ
く

e

胴

azi延

1
1
1

者

4

・

・

;

り
を
治
的
、
攻
代
に
生
き

A
v
fや
へ

f
M波
一
対
す
る
総
人
z
J
川
例
法
、
し
か
し
、
沼
会
情
勢
丹
変
化
も

係
に
必
れ
る
よ
匂
つ
な
都
市
に
し
て
成
本
舗
山
部
、
総
本
H
M
e側
、
災
地
♂
激
し
く
、
そ
れ
ら
に
的
磁
じ
川
町
応

い
く
必
怒
が
品
り
ま
す
ョ
一
向
で
織
成
し
ま
す

F

す
る
た
仇
仰
い
は
、
突
川
崎
川
州
的
郎

一
手
取
市
は
、
こ
う
し
た
布
、
え
の
法
本
線
山
部
は
も
♂
ト
担
紀
紛
出
刷
出
掛
日
い
吐
く
し
た
り
、
法
本
什
尚
も

も
と
に
、
総
合
討
事
念
制
約
に
音
波
叩
亡
、
総
本
誌
は
昭
和
刊
し
ハ
中
山
間
ま
で
け
設
し
を
相
州
事
る

u品h

れ
す
作
猿
に
予
を
つ
け
、
こ
こ

1
1
一
年
附
ほ
か
ら
じ

i
五
年
伐
阜
で
な
ど
れ
会
的
信
州
約
柏
町
に
機
敏
に

い
寸
一
十
向
山
伊
紀
初
組
金
制
出
向
ム
寸
る
の
ト
ふ
ん
ヰ
郎
、
定
泌
d
問
は
wm
初
対
応
で
与
る
よ
う
し
て
い
く
与
え

法
本
鳩
山
部
内
L
b
議
J
T
発
点
し
ま
し
ょ
十
寸
年
山
地
か
ヤ
ハ
i
五
都
渋
ま

て
の
一
…
部
山
川
と
な
z

て
い
一
一
点
す

私
た
ち
は
、
社
会
が
め
ま

f
る
し
く
進
務
し
、
変
化
す
る
時
代
的
中
で
、

惜
一
的
昭
宏
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
千
附
州
市
は
、
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
新
た
な

拠
点
に
立
っ
た
新
し
い
抑
制
中
市
づ
く
ワ
H
川
品
開
の
策
泌
を
進
め
て
い
ま
す
e

そ
れ
で
は
、

-
一
ト
一
役
紀
初
認
を
民
明
記
し
た
「
仮
称
新
千
山
唱
し
巾
総
合
計
的
い
総
本
山
例
制
悼
の
ぷ
索
令

抑
制
介
し
ま
す
。
市
誌
の
み
な
苔
ん
、
こ
の
紘
一
本
総
必
の
件
散
策
を
誌
に
、
附
明
H

口
の
字
削
唱

を
与
え
、
都
市
づ
く
り
許
織
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
閉
山
い
ま
す
。

策
定
す
る
総
札
口
1

川
日
間
的
持
徴
は
、
城
市
独
行
内
偶
然
を
州
出
出
し
、
品
川

予
山
崎
市
内
特
性
的
中
視
と
mm性
的
み
や
す
く
殺
泣
い
か
践
と
ら
れ
る
航

行

戒

で

す

い

山

づ

く

り

を

滋

め

た

い

と

庁

、

え

て

こ
れ
は
、
千
城
市
の
も
つ
海
、
い
ま
す
心

山
川
、
日
制
限
と
い
う
れ
然
資
源
と
、
主
だ
、
佐
山

e

的
峰
山
市
{
ブ
口
リ
ン

ハ
イ
テ
ク
沌
業
、
例
報
部
牝
押
収
と
い
え
ク
ト
)
の
明
ぷ
で
あ
り
ま
す

字
削
格
点
は
、
川
町
和
日
一
…
十
六
年
以
う
新
し
い
時
代
を
リ

iν
ー
す
る
波
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
つ
〈

米
、
都
市
っ
く
り
の
指
針
と
し
亡
於
然
科
、
さ
ら
に
、

k
qに
象
徴
り
め
い
り
向
が
、
市
民
に
わ
か
り
や

総
合
り
巾
削
減
を
滋
め
、
必
政
を
逃
約
さ
れ
る
部
品
引
な
ど
、
訪
問
問
で
さ
る
す
く
す
る
た
め
と
、
出
伐
と
一
行
政

て
畠
ま
し
た
の
税
夜
的
計
婦
は
、
資
制
叫
が
多
く
十
作
品
し
て
い
ま
fb

が
協
力
し
て
寸
前
打
を
総
集
し
、
改

印
刷
初
五
十
五
年
に
ー
第
一
次
、
十
単
守
闘
は
、
こ
れ
ら
の
打
彩
、
被
点
的
に
取
り
組
む
総
従
!
を
明
ぷ
し

市
総
合
問
先
け
削
し
と
し
て
従
定
府
内
地
域
夜
明
怖
を
i
叶
治
か
し
、
た
い
と
唱
え
て
い
る
ヤ
り
で
す

p

し
滋
め
て
き
た
も
の
で
、
今
州
、
党
総
う
せ
る
こ
と
に
上
ワ
ド
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な
ど
礼
叫
ん
ぷ
続
済
情
勢
は
、
創
出
一
と
つ
る
お
い
の
泌
よ
閉
め

く
定
ル
出
し
て
与
ま

t
た

J

さ
ら
郡
山
ひ
ら
つ
か
い
レ
f

品川止めて

に
、
川
内
向

m
m次
令
同
総
会
川
凶
み
必
ず
切
だ

発
計
ぃ
問
や
%
の
あ
崎
一
止
新
肺
押
会
新
し
い
M
V
L
A
打
討
酬
は
、
必
本

川
J
M
向
的
改
定
が
J
h
は
わ
れ
た
ニ
桃
山
刊
で
嶋
本
市
川
州
-
文
ぬ

μ州

と
も
あ
り
、
山
町
山
刊
し
ハ
ト
マ
一
年
や
は
に
よ
り
織
成
さ
れ
ま
ず
こ
の

閉山刊
h
A
j
五
年
に
前
川
河
し
ま
か
ら
約
た
に
仮
総
務
ヂ
塚
市
特
抑
制
む
に
は
、
そ
の
う
や
り
の
法

し
た
第
一
次
ド
城
市
総
介
山
凶
器
総
合
計
一
向
え
を
先
日
品
さ
せ
る
た
本
げ
怖
が
め
か
抗
議
を
指
紋
し
ま
し

1

川
両
は
、
郡
山
づ
く
り
の
お
針
め
、
不
備
を
進
め
て
ま
い
寸
た
だ
こ
め
ぷ
後
を
も
と
に
、
八

と
し
て
、
こ
の
バ
両
手
め
い
謝
に
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
バ
ド
い
町
か
ら
々
什
山
地
域
で
山
川
好
評

多
岐
に
れ
た
る
ト
出
品
以
山
地
甘
か
誕
ニ
の

4

似
祢
お
ド
坂
出
総
A
H

れ
る
一
ー
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
!
う

山
附
さ
れ
て
ま
い
ワ
悲
し
ん
お

i
川
両
ト
は
、
十
二
年
~
余
と
山
内
波
ム
主
に
お
い
て
、
市
誌
の
み
な

か
げ
さ
ま
で
、
こ
れ
b
k
J
t
~
に
い
山
に
辺
勺
た
一
一

γ
、
世
紀
的
初
必
在
ん
か
ら
似
広
い
ご
同
叫
バ
や
ご

M

刊
の
み
な
さ
λ

訟
は
を
い
た
だ

的
滋
か
い
ご
均
議
緑
得
ふ
争
む
例
主
叡
滋
サ
z
d
〉
i

鍋

与

、

予

塚

市

総

制

酔

と

こ

習

を

義

経

殺

ふ

Fh参
考

す

ぐ

寄

品

交

響

い
た
だ

3
、

総

指

ぬ

ん

山

市

川

持

山

中

を

全

車

中

心

f

曜

参

事

手

義

母

、

意

伊

符

た

後

、

主

府

間

山

山

術

的

格

協

会

的

議

決

を

い

を
は
じ
め
次
代
を
判
4
J
f
H
h
y
半
身
渋
川
官
し
允
r
民
間
川
社
両
で
あ
り
、
れ
に
だ
弓
4

だ
い
sfAdλ
て
お
り

t
f
t

的
館
長
打
成
的
持
叫
凡
な
ど
、
数
訴
た
な
誕
叫
よ
い
在
日

J

て
弘
た
ち
求
。
。
べ
13
じ
¥
山
町
八
叫
に
向

多
く
の
成
京
を
絞
み
上
げ
る
ニ
の
主
ち
を
海
と
た
に
イ
メ
ジ
パ
げ
平
塚
市
れ
も
つ
魅
力
と
似
れ

と
が
で
3
主
し
た
さ
れ
る
制
点
を
代
仕
掛
す
る
都
市
を
ト
叶
に
生
か
し
て
、
千
以
ら

し
か
し
こ
の
問
、
寸
断
の
お
と
し
て
、
告
ら
に
発
波
さ
せ
る
し
さ
を
伸
ば
ナ
ニ
と
は
も
と
主

総
と
な
る
人
口
峨
の
将
棋
弘
通
た
め
に
都
千
返
す
る
も
の
で
あ
り
り
、
市
誌
の
み
な
さ
ん
と
一
切

し
と
の
俗
語
や
必
齢
化
礼
会
内
事
す
こ
の
バ
一
酬
で
は
、
新
し
に
品
川
も
が
伶
ん
で
浪
か
り
た
と

ぷ
法
な
進
出
明
、
急
設
な
悦
治
安
い
い
平
塚
の
め
ざ
一
寸
都
市
の
す
か
ん
訪
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

品
川
、
お
辺
情
報
化
打
去
の
到
来
た
を

pdら
め
く
均
給
の
正
い
と
思
い
主
十
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間

人

口

の

議

齢

化

を

身

に

つ

け

た

が

や

年

内

行

成

わ
が
凶
門
的
人
口
動
態
片
山
、
午
後
、
布
一
品
市
立
却
州
、
伊
丹
削
刊
行
抗
叫
叫
に
つ
い

在
齢
人
口
の

mM刷
、
平
告
人
口
め
て
い
山
パ
与
対
へ
の
ぷ
ぷ
倣
成

減山
γ

、
中
品
昭
和
鈴
人
目
的
岡
市
川
閣
か
・
州
問
主
子
町
F
H
M

い
以
制
れ
山
刊
を
的

ヂ
山
県
出
で
は
、
総
へ
H
J川
内
丹
波
あ
り
た
い
日
っ
た
、
ご
ぷ
弘
州
リ
く
リ
を
進
め
た
い
と
辛

む
に
あ
た
り
、
市
民
と
行
政
の
共
を
お
捌
か
廿
い
と
ど
昼
、
市
民
と
え
て
い
ま
す

3

大
勢
内
々
の

鴻
の
け
同
?
に
な
る
芯
求
郎
市
伐
と
、
行
政
の
災
お
向
で
、
よ
り
よ
い
討
事
加
を
お
山
川
ふ
り
し
て
い
ま
す
。

そ

れ

吾

、

必

成

す

る

た

め

の

地

筑

め

は

大

制

桝

者

定

め

る

た

め

、

市

民

事

加

〔

口

的

4域
と
し
て
、
「
街
、

4
Mま
ち

5

づ

く

リ

ツ

ォ

!

日

一

ツ

ム

ユ

品

川

出

加

す

回

出

Q
 

る

ニ

と

に

な

り

乏

し

た

程

す
で
に
、
第
一
凶
行
は
、
的
背
門
口

十
H

け二

i
五
日
教
交
ι山
加
で
官
級
催

し
主
し
た
が
、
泌
本
紙
相
b

b

U

的

お

開

才1';7Jて公民館

神田公民館

大住中学校

金E童公民重富

綿花公E謡館

殺事審会書官

き吉会〉

町
出
灰
一
松

柏
崎
地
、
反
一
ぽ
際
一
段
一
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ひ

ら

つ

か

む

れ

あ

い

的

あ

る

湖

南

抑

制

岬

市

つ

総

保

に

努

め

ま

す

ψ

が
ぶ
ぶ
し
て
い
ま
す
や
こ
れ
ら
の

こ
の
め

J

ご

す

す

が

た

を

達

成

す

泊

多

様

な

議

議

と

投

機

告

総

泌

す

伐

柏

崎

磯

焚

滋

の

発

明

端

@

官

持

制

昨

鑓

と

仙

地

域

資

総

を

鴻

端

、

出

川

J
慨
し
、

る

た

め

山

門

つ

め

け

皆

本

H

H

M

M

を

ル

刊

誌

司

令

漆

カ

あ

る

議

議

の

相

叫

ん

市

穣

極

的

一

諸

問

問

符

泌

め

も

つ

川

市

d

h

H

を

‘

み

市

内

し

、

出

叫

ん

と

り

院

が

ん

と

な

っ

幼

醐

搬

な

仙

人

競

争

」

文

化

を

は

ぐ

市

内

に

は

、

本

心

的

桜

山

守

化

析

し

い

都

市

づ

く

り

は

日

間

械

的

に

て

、

新

し

い

手

塚

的

都

市

を

つ

く

く

む

総

カ

あ

る

潟

溺

の

都

市

反

問

し

て

各

部

多

絡

な

地

域

管

制

叩

f
山
川
す
る
よ
う
ん
は
M
め
ま
ず
u

り
あ
げ
ま
サ
同
都
市
鴻
数
と
窮
然
が
糊
鯛
和
し
た
本
市
は
、
戦
後
、
中
心
市
街
治
的
、
必
定
必
」
出
品
川
を
い
え
え
る
続
税

川

護

と

骨

一

き

が

い

に

満

ち

た

ふ

議

議

雲

抑

制

市

長

災

露

i

均

炉

型

事

設

ぞ

あ

り

、

量

的

危

肢

に

深

い

か

3
土

地

料

開

問

的

方

向

機
織
を
飴
的
、
点
ほ
ん
筑
間
山
仙
端
的
経
枇
刷
、
剛
山
カ
わ
り
を
ハ
引
し
て

L
い
主
す
川
郡
山
市
鈎
o
Z
抽時刻隅
m

綴
蹴
榔
ぃ
刑
法
燃
の
山
町
j

削
仰
な
と
市
街
地
内
山
W

V

A

r

後
の
ヒ
地
問
判
例
は
勺
た
二

1

n山
出
向
旧
日
切
ー
と
の
何
州
和
刊
を
川
内
パ
ソ
な
山
伐
の
織
が
絞
め
営
化
も
一
一
i
f
、

織
を
彼
進
「
良
好
な
都
市
品
川
町
山
は
、
刑
判
夜
の
い
い
池
山
判
例
川
出
川
戎
の
械
が
ら
、
潟
市
正
鵠
寺
町
咲
織
と
め
の
多
様
化
に
川
町
泌
す
る
と
共
に
、

の
形
成
に
労
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
史
等
に
配
滋
し
つ
つ
、
本
市
め
れ
い
間
へ
け
の
も
と
で
、
将
求
人
け
に
対
及
川
町
立
環
境
の
創
泣
い
…
船
出
汁
附
加
し
て

あ
り
主
す
ニ
的
F
俳
句
つ
な
中
で
入
然
的
、
社
会
的
、
山
h
一
済
的
及
び
一
足
a
b
し
た
心
街
地
内
汁
則
的
拡
大
を
必
穏
な
山
地
的
精
山
削
に
努
灼
み
え

什
的
地
加
や
沌
業
可
め
な
仏
聞
が
巡
化
約
な
必
紛
糾
山
を
よ
山
か
す
と
仏
刊
に
日
間
り
つ
つ
‘
潟
、
川
川
、
日
間
同
な
ど
の
円
H
J
も

ザ
相
、
打
開
附
倒
的
主
務
な
山
地
域
中
心
科
会
総
済
結
成
変
化
に
ト
分
村
山
肌
部
川
崎
域
資
泌
を
K
U
効
治
則
し
、
決
似
自
然
的
土
地
料
開
問

附
山
市
と
し
て
の
け
H
絡
が
続
出
苔
れ
し
、

J
川
記
事
的
州
、
開
発
、
保
安
診
議
議
選
に
ま
ま
T
P

主
連
と
の
調
和
を
同
り
な

て
3
ま
し
た
が
限
ら
れ
た
れ
抗
令
に
努
め
ま
す
仏
民
糸
川
地
に
つ
い
て
は
、
広
が
ら
、
紙
同
地
的
保
令
と
初
出
を
辺
一

な

佼

淑

で

あ

る

土

地

は

、

市

災

生

川

町

な

凶

行

成

椛

め

れ

戒

に

化

川

認

し

め

る

と

共

に

、

市

街

地

対

地

円

以

ー

都

市

諮

問

符

播

郡

山

惑

の

方

向

問

之

、

品

川

地

宗

主

、

仙

出

土

警

告

す

守

、

良

好

川
川
み
と
の
川
出
品
的
解
消
な
h
p
r
v
i
辛
口
然
環
続
的
保
全
に
努
め
ま
す

本
市
め
K
M
地
は
、

Jr地
部
と
正
内
部
に
汝
射
状
に
伸
び
る
放
射
川
畑
地
問
判
別
的
F
h
H
山
川
化
、
川
川
途
純
化
を
山
岡
山
地
に
つ
い
て
は
、
生
品
川
町

山
階
部
か
ら
川
博
成
さ
れ
、
山
知
山
崎
ほ
と
北
京
部
と
閥
的
仰
を
結
h
h
外
パ
称
輪
開
る
と
H
n
た
い
、
品
川
遮
な
M
h
除
均
富
山
川
法
殺
と
し
て
、
ま
た
、
出
品
川
地
的

Jγ
仙
品
川
悼
の
お
問
郎
、
ド
単
紋
喪
中
心
的
川
町
縦
、
機
絞
め
光
%
を
川
内
り
っ
と
口
U
M
ん
で
治
的
判
然
川
川
町
線
保
に
日
開
地
、
ォ
i
ワ
ン
ス
ベ
i
ス
や
山

い
と
す
る
池
山
胤
に
浜
開
削
し
て
き
ま
し
つ
、
各
総
加
を
い
制
ぷ
斡
線
執
を
併
記
掛
川
し
た
、
川
州
的
な
生
一
叩
削
減
涜
伐
の
余
限
}
出
動
的
地
と
し
て
山
川
出

た
一
庁
、
近
平
、
人
口
町
幼
加
と
あ
せ
て
税
制
削
、
機
能
的
充
ぷ
ん
じ
努
め
の
例
制
法
に
は
ね
め
ま
し
ず
の
峰
山
凶
に
努
め
る
と
ル
ん
に
』
新
N

鈴
い
ま
て
心
街
地
は
外
叫
服
部
へ
と
市
街
地
を
一
線
能
川
町
に
法
的
切
さ
せ
‘
府
間
主
糸
川
山
地
に
つ
い
て
は
、
郡
山
間
的
導
入
な
ど
に
よ
り
都
市
近
卯

惚

M
叫
ん
し
て
い
字
、
郡
山
の
竹
絡
を
結
成
し
、
本
市
令
心
機
絞
め
強
化
と
紘
ね
あ
る
郡
山
民
主
的
成
総
帆
誌
に
努
め
ま
す

υ

お
本
市
内
将
米
に
向
け
て
の
同
州
市
体
的
パ
ラ
ン
ヌ
あ
る
発
M
窓
口
郊
の
制
改
め
た
的
、
i
M
地
問
判
例
町
山
山
川
市
開
林
に
つ
い
て
は
、
保
総
体
必

恨
の
円
九
掛
川
目
、
宇
駈
釈
を
中
心
と
す
し
本
ず
変
化
を
従
準
一
す
ゐ
と
ん
に
、
山
内
問
宏
九
ト
的
紘
一
保
あ
る
い
は
心
中
日
目
的
拍

る

白

山

山

山

地

中

心

部

か

ら

北

京

郎

、

党

市

ytpdに
よ
る
都
市
続
殺
の
拡
い
伯
母
企
ど
と
し
て
保
令
と
治
山

門

戸

い

土

地

和

問

問

的

基

本

方

針

ご

ま

宇

奈

り

、

野

市

街

地

内

で

は

、

仁
慾
糸
川
山
地
に
つ
い
て
は
匂
山
内
品
川
町
な
烈
段
、
以
総
を
山
中
成
す
z

将
車
内
本
市
町
党
泌
に
設
す
る
を
、
市
民
的
伝
治
、
必
よ
的
品
刊
に
M
叫
ん
街
地
内
に
必
必
す
る
仁
ぬ
の

k
山
崎
咲
い
唱
と
し
て
、
川
河
A
P
I

に
符
め
ま
す

た
め
の
上
地
判
別
め
い
均
約
を
、
次
械
的
に
山
市
川
川
い
な
が
ら
制
山
村
、
付
利
倒
的
山
海
純
化
や
効
中
化
に
符
河
川
、
山
神
川
叩
川
市
ず
に
つ
い
て
は
、

仙
の
よ
う
に
ぷ
a
ほ
し
ま
す
。
尽
に
停
め
ま
す
め
る
と
共
に
、
先
溺
以
術
化
、
約
災
札
口
内
紛
止
、
結
山
邸
内
川
間
保
、
p

出
引
自
鰐
環
壊
の
出
向
金
と
積
極
的
活
用

φ
新
た
な
機
銭
悲
護
人
す
る
拠
点
鋭
化
事
的
社
会
紙
一
抗
戦
段
常
化
に
然
環
成
町
保
ん
?
に
必
吸
し
つ
つ
、

い
山
内
に
ん
日
h
ず
る
小
問
、
川
、
花
の
鐙
保
対
応
す
る
新
し
い
成
主
刷
出
込
形
成
河
川
手
町
内
小
い
ん
を
山
内
り
な
が
し
り
、

仲
間
な
ど
の
tH然
潟
地
夜
間
仰
は
、
地
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
川
町
消
山
に
向
け
て
、
総
た
h
q
?
品
川
染
泌
総
合
河
川
沿
や
海
辺
の
魅
h
り
あ

凶
叫
に
位
か
な
小
ぃ
治
環
境
を
削
山
山
仰
さ
滋
変
化
に
付
z
b
す
る
た
め
に
、
必
同
る
た
め
、
内
品
川
町
な
附
冊
数
減
泌
を
た
縦
し
め
る
川
崎
点
中
古
山
凶
作
仏

せ
る
役
沢
主
食
却
で
あ
り
ま
す
τ

制
収
な
斜
し
い
機
能
合
体
山
山
制
す
る
従
も
つ
点
町
、
業
川
畑
出
品
、
以
下
術
研
究
機
能
決
波
で
伯
父
の
あ
る
郊
J

こ
れ
ら
の
資
搬
は
械
h
M
保
令
を
川
内
ム
仰
を
、
山
山
城
山
川
間
出
品
、
山
叫
ん
什
潟
市
川
川
治
的
被
備
に
絡
め
烹
す
に
向
け
て
、
そ
の
印
刷
鋭
的

る
と
共
に
、
k
H
似
の
も
つ
む
羽
性
機
山
中
間
出
総
と
の
地
問
問
、
機
能
分
初
公
共
、
公
佼
別
総
に
つ
い
て
は
、
努
め
ま
十
。

ら
減
小
J

へ
の
転
換
と
い
う
鋭
化
を
附
す
る
代
制
叫
ん
つ
く
り

た
と
る
こ
と
に
な
λ
一

P
し
ょ
3

似
市
民
生
活
の
変
化

そ
の
紡
弘
、
仏
給
品
に
刀
か
わ
る
哨
の
の
j
uハ
と
日
出
時
間
的

m

E
t
t、
一
色
r
:
記
、
:
一
、
、
i

ぅ

1

1

1

J

J

!

i

i

F

3

1

j

:

、
S

J

:

!

F
宅

:
1
L
8
1

骨
F
4
2め
し

4
ワ

h
f
H
H
J
さ
よ
Jト
ー
か
守
初
公
ペ
ム
ゆ
M
M

な
ど
の
ぷ
i
r
的
及
川
川
ま
り
や
、
幼
織
化
な
ど
に
よ
り
、
山
氏
内
川
別
総

別
品
川
聞
か
ら
H
山
川
町
州
出
に
引
い
品
川
叫
山
出
づ
校
や
市
L

，
出
品
ぷ
カ
t
k
さ
〈
変
わ
り

く
り
、
地
域
H
口
4
4
に
お
け
ゐ
法
部
つ
つ
あ
り
主
す

ぷ
品
川
と
初
江
口
仏
川
山
内
ニ
だ
か
八
叫
に
ι
?
一
仰
い
叫
に
向
け
て
そ
の

ま
み
も
の
と
与
え
a
h
れ
ま
す

d

法
判
州
と
な
る
も
の
は
、
心
民
生
川
村
山

こ
の
た
め
、
次
的
l
h
う
宇
品
泌
め
よ
り
似
科
的
な
バ
ー
5
行
十
中
心
治

へ
の
対
応
が
必
授
と
な
り
ま
す
υ

け
絞
め
罫
線
化
寸
あ
り
、
今
後
は
、

相
ん
品
約
μ
引
に
と
っ
て
弘
主
カ
い
の
尚
一
間
ー
か
ら
鈎
M
n
化
、
多
日
開
化
へ

あ
る
抗
日
会
的
、
殺
済
的
な
環
境
と
地
ん
で
い
く
ニ
シ
己
主
る
T
し

の

咲

純

子

つ

'
泌
山
川
市
持
品
細
川
と
約
一
札
州
問
山
則
的
総
神
こ
め
た
め
、
次
め
よ
う
な
m
時間柑

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
本
市
を

収
ワ
点
い
く
社
会
品
川
公
設
は
、
人

口
約
八
川
紛
化
、
先
端
伐
術
化
、
山
射

線
化
、
川
別
総
鋭
の
多
様
化
な
ど
に

よ
り
、
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お

り
、
新
た
な
M
出
切
に
た
っ
て
、

1

1
一
戸
川
札
に
向
け
た
都
心
づ
く
り

を
機
巡
す
る
必
嘆
い
か
あ
り
去
ず
v

本
お
と
し
て
は
、
吉
、
り
に
、

ト
出
い
叫
に
向
け
て
成
制
州
島
町
洲
一
る

た
め
に
は
、
本
山
的
特
然
を
一
一
的
か

し
て
ぷ
諸
問
闘
に
対
応
し
、
制
川
浩
と

う
る
お
い
の
あ
る
都
市
在
日
術
し
、

め
γ
す
剛
山
山
内
す
が
た
を
次
の
よ

う
に
定
め
ま
す

い
き
ち
め
く
海

制
制
一
ト
出
ι
u
h
い
削
減
に
お
け
る
人

け
は
、
お
お
む
ね
戸
十
必
人
と
必

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
引

5

の

怒
♂
待
問
け
の
ふ
す
が
り
づ
く
り
つ
ム

ォ
i
ラ
ム
ふ
ぬ
く
も
の
で
す
ー
へ
z

ラ

山
刊
は
、
地
域
別
に
分
け
じ
M
州
、
令
…

山
城
を
対
的
れ
に
一
一
洲
、
パ
八
同
開
オ

川
町
し
主
す
守
点
め
と
お
り
マ
フ

fhづ
く
り
フ

A
l
ラ
ム
リ
ペ
り

白
山
山
祢
純
子
同
怖
い
叩
総
人
H
訂
一
州
日
ヤ
4r

織

が

一

の

内

討

に

つ

い

灘、 才芝水、主主でしこ主

主誇灘、樹祭、滋こと箆立

八軽量、 君主之意君、 幾:士、

が段、中原、 F詰j察惣を

a村、犬神、織内主主歪

幾邸、減産量、 f泌総泌を

空襲E議、 6沢、 ごと懸渇を

古語、 室主E滋賀吉区
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